
 

　いつも、地域で生徒を見守り、学校行事等で伊集院中
学校を支えてくださっている「学校運営委員」と「民生
委員」の方々に来校していただき、学校の様子を見てい
ただき、様々なアドバイスをいただきました。

　６月17日(水)と18日(木)、
県立青少年研修センターで１
泊２日の集団宿泊学習を実施
しました。あいにく２日間の
ほとんどは雨天プログラムで
したが、室内運動会や寝食を
共にすることなどを通して、
クラスの仲間のよさを再確認
できたようです。絆を強くし
て、次の合唱コンクールにク
ラス一丸となって取り組んで
います。

　伊集院高校演劇部は３年連続で全国大会に出場し、今年は７月
の全国高校総合文化祭で悲願の最優秀賞を目指しています。６月
５日（金）の午後に、本校体育館にて、伊集院高校演劇部のみな
さんに、ハンセン病問題をもとにした劇「そのひとの名前」を公
演していただきました。
　劇が始まると、男性の主人公をはじめとしたハンセン病療養所
入所者やその関係者の思いや苦しみが、あたかもいま目の前で起
こっていることのように演じる高校生たちの感情が、じかに伝
わってきて、みんな劇に引き込まれていきました。

　５月18日(月)～６月５日(金)
の３週間、数年前に伊集院中学
校を卒業した生徒が２名、母校
に教育実習生として帰ってきま
した。「社会」と「家庭科」の
授業などを通して、久々の母校
で教える立場として貴重な体験
をしました。

　私は初めて生で演劇を鑑賞させていただきました。最初、暗い雰囲気から

始まり、その場面に合わせた照明と音響、そして本人になりきって表現する

方々、すべてに感動し、心をうばわれました。１つの映画を見ているようで

した。舞台は、たくさん練習したんだなと分かるほどの迫力でした。また、

ワークショップもとても楽しめました。部員の一人一人が輝いていて、カッ

コよかったです。このような機会・経験をさせていただき、本当にありがと

うございました。全国大会、応援しています！

　私はハンセン病という名前は知っていたのですが、この機会を通して深く

知ることができました。演技力にもおどろきました。声が大きく聞き取りや

すく、内容が分かりやすかったです。泣いている演技に「どうやったらこん

なにうまく泣くことができるのだろう」と思いました。年月の移りかわりも

分かりやすく、一番すごいと思ったところは手紙を読む場面で、昔と今をう

まく入れかえて演出していたところです。九州代表として全国大会も頑張っ

てください。これからも伊集院高校演劇部を応援しています。

【陸上】
 〈男子〉
  ３年1500ｍ　　　１位  谷口 瑞生
  共通3000ｍ　　　１位  谷口 瑞生

　低学年100ｍＨ　　　１位　山谷 健登
　共通三段跳　　　 　１位　山谷 健登
　１年1500ｍ　　　　 ２位　徳重 芽樹

 〈女子〉
  ２年800ｍ 　　　１位  清川 乙葉
　　　　　　　　　３位　福元 美絆
　３年800ｍ　　　 ３位　中山 優希
  共通1500ｍ　    １位  清川 乙葉
　　　　　　　    ３位　福元 愛美

　低学年80ｍＨ 　　　１位　下田 愛唯菜
　　　　　　　　 　  ２位　松林 陽愛
  共通走高跳　　　 　１位  松林 陽愛
　　　　　　　　　 　３位　愛甲 真心
　共通砲丸投げ　　 　２位　下田 愛唯菜

　共通100ｍ✕4 400Ｒ ２位

校長  帖地　宏治

　現在、北中米ではサッカーワールドカップが開催され、世界最高峰の舞台で各国の代表選手が熱
戦を繰り広げています。日本代表も世界を相手に堂々とした戦いぶりを見せ、多くの人々に勇気と
感動を与えています。
　そんな中、第２戦となるチュニジア戦を前に日本代表の長友佑都選手が仲間に「短期決戦では緊
張感を高めて試合に向かえるかが一番大事」と語った様子が報道されました。また、前夜のミー
ティングでは、「相手チームの選手は後半、誰一人立っていなかった。でも、俺たちは全員立って
戦っていた。みんなで戦っている。」とチーム全員で戦うことの大切さを伝えたそうです。ベンチ
に入ることのできない選手が試合後に仲間のスパイクを磨く姿にも触れ、一人一人がそれぞれの立
場で役割を果たすことこそが、チームの力につながると語ったことが印象的でした。
　今月、本校生徒も学校代表として地区総合体育大会に出場しました。結果は様々でしたが、最後
まで仲間を信じ、自分を信じ、精一杯競技する姿に感動をたくさんもらいました。また、そこには
選手だけでなく、仲間や保護者等の皆様が「チーム一丸となって挑む」応援の姿がありました。勝
敗はつきますが、何より大切なのは、一つ一つの目標に向かって努力を積み重ねる姿勢です。その
積み重ねが学習や学校生活、そして将来の人生を支える大きな力となります。
　ワールドカップで活躍している選手、大会で懸命にプレーする生徒の姿は、私たちに挑戦するこ
との大切さを改めて教えてくれます。日本代表のさらなる健闘を願うとともに、今後も本校の生徒
一人一人の挑戦を温かく応援していきたいと思います。

【男子バスケットボール】　３位
【女子バスケットボール】　優勝
【男子バレーボール】　　　２位
【女子バレーボール】　　　３位
【野球】　　　　　　　　　２位
【サッカー】　　　　　　　３位

【男子ソフトテニス】　団体３位
　　　　　　　　　　　個人３位　馬場・濵﨑ペア
【女子ソフトテニス】　団体３位
【剣道】　　　　　　　男子団体３位
　　　　　　　　　　　男子個人３位　小野 理久
　　　　　　　　　　　女子団体２位
【柔道】　　　　　　　女子団体２位

ご覧ください！ 日置市立伊集院中学校学校便り

令和８年6月24日第3号
 ５月に開催された陸上競技に続き、6月9日(火)～6月11日(木)の３日間にわたって、その他の競
技の地区総体が行われました。その結果、県総体の出場を獲得した部活動もありました。県総体
に出場するみなさんは、悔しい思いをしている仲間の思いも背負って頑張ってください。応援を
よろしくお願いします！

伊中創立80周年 築け歴史の１ページ伊中ブログ 伊中HP

うるわ

美しき魂

世界への挑戦から学ぶ

７月の主な行事
7/3 (金) 合唱コンクール （①～④校時）

第2回創立80周年記念事業実行委員会

4 (土) 地区ＰＴＡ講演会兼地区ＰＴＡ正副会長等研修会

6 (月) 全校朝会

スクールカウンセラー来校

薬物乱用防止教室（1年）

7 (火) 三者面談

8 (水) 三者面談

9 (木) 三者面談

10 (金) 三者面談

第2回うるたま学級

13 (月) 生徒会専門部会・代議員会

スクールカウンセラー来校

14 (火) 三者面談

15 (水) かごしまジュニア検定（2年）

16 (木) 三者面談

17 (金) 終業式，大掃除

18 (土) 県総体（～24日）

伊集院高校演劇部による公演「そのひとの名前」

学校運営協議会（６月12日）、民生委員による学校訪問（６月15日）

宿泊学習（１年生）

教育実習

日置地区中学校総合体育大会（主な記録）
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は県総体出場


